
修了生：44名

回答者数：32名

回答率：72.7％

回答方法：Googleフォームアンケート

実施：全学FD委員会

◆回答者数・回答者割合

文学研究科 4 アジア地域研究科 3

（修了生10名） 9.1% （修了生5名） 6.8%

経済学研究科 3 経営学研究科 3

（修了生3名） 6.8% （修了生3名） 6.8%

法学研究科 1 スポーツ・健康科学研究科 12

（修了生2名） 2.3% （修了生12名） 27.3%

外国語学研究科 6 12

（修了生9名） 13.6% 27.3%

44

100.0%
合計

未回答

2022年度
大東文化大学大学院 修了時アンケート集計結果

【アンケート実施期間：2023年3月3日(金)～31日(金)】



◆大学院修了後の進路について

日本国内 24

日本国外 7

未回答 1

公社・団体・官公庁 3

民間企業 14

その他 9

未回答 6

研究職（研究所・進学含む） 10

教育職 8

その他 9

未回答 5

◆本学の理念と本学大学院の教育の目的、研究科の3つのポリシーについて

知っており内

容も理解して

いる

あることは

知っているが

内容は良く分

からない

知らなかった 未回答 合計

本学の建学の精神、教育理念を知っていますか。 14 16 2 0 32

43.8% 50.0% 6.3% 0.0% 100.0%

18 11 3 0 32

56.3% 34.4% 9.4% 0.0% 100.0%

19 9 3 1 32

59.4% 28.1% 9.4% 3.1% 100.0%

◆大学院で受けた教育についてお尋ねします。

そう思う

（肯定）

少し思う

（弱肯定）

あまりそう思

わない

（弱否定）

そう思わない

（否定）
未回答 合計

20 5 7 0 0 32

62.5% 15.6% 21.9% 0.0% 0.0% 100.0%

18 8 5 1 0 32

56.3% 25.0% 15.6% 3.1% 0.0% 100.0%

20 11 1 0 0 32

62.5% 34.4% 3.1% 0.0% 0.0% 100.0%

21 5 4 2 0 32

65.6% 15.6% 12.5% 6.3% 0.0% 100.0%

18 9 4 1 0 32

56.3% 28.1% 12.5% 3.1% 0.0% 100.0%

◆教育と研究の成果についてお尋ねします。

そう思う

（肯定）

少し思う

（弱肯定）

あまりそう思

わない

（弱否定）

そう思わない

（否定）
未回答 合計

a.論理的思考力が向上した。 21 8 0 2 1 32

65.6% 25.0% 0.0% 6.3% 3.1% 100.0%

b.研究成果を分かり易く発表する力がついた。 21 9 0 1 1 32

65.6% 28.1% 0.0% 3.1% 3.1% 100.0%

c.研究に関するマネジメント力がついた。 19 10 2 0 1 32

59.4% 31.3% 6.3% 0.0% 3.1% 100.0%

d.専門分野の知識とスキルを修得できた。 22 8 2 0 0 32

68.8% 25.0% 6.3% 0.0% 0.0% 100.0%

◆院生生活についてお尋ねします。

そう思う

（肯定）

少し思う

（弱肯定）

あまりそう思

わない

（弱否定）

そう思わない

（否定）
未回答 合計

a.教員との関係は良好であった。 22 5 3 2 0 32

68.8% 15.6% 9.4% 6.3% 0.0% 100.0%

b.事務職員との関係は良好であった。 20 11 1 0 0 32

62.5% 34.4% 3.1% 0.0% 0.0% 100.0%

c.院生生活への教職員の対応は適切だった。 20 6 4 2 0 32

62.5% 18.8% 12.5% 6.3% 0.0% 100.0%

18 7 5 2 0 32

56.3% 21.9% 15.6% 6.3% 0.0% 100.0%

21 5 4 2 0 32

65.6% 15.6% 12.5% 6.3% 0.0% 100.0%

最後に伺います。

そう思う

（肯定）

少し思う

（弱肯定）

あまりそう思

わない

（弱否定）

そう思わない

（否定）
未回答 合計

「大東文化大学大学院」に入学してよかったですか。 25 4 1 1 1 32

78.1% 12.5% 3.1% 3.1% 3.1% 100.0%

項目

項目

項目

項目

項目

本学大学院の教育研究上の目的を知っていましたか。

ご自身の研究科における３つのポリシーを知っていま

したか。

a.授業内容は充実していた。

b.意欲的な研究活動を行う場が十分に与えられた。

c.研究するための施設が充実していた。

d.論文に関する助言と指導などの支援は適切であっ

 た。

e.授業内容・方法とシラバスとの整合性がとれてい

た。

d.進路や就職について教員による助言や支援は適切

だった。

e.（研究のことに限らず）院生同士（所属専攻を超え

て）の交流は盛んだった。

場所

業種

職種

32

32

32


